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３次元加工（木工・金属）テーマ 応用例ＰＬＣモーション制御
カッティング（金属、ガラス、布、ゴムなど） 研磨加工機・カッティングマシン

概要
もともとオープンＭＣでは、ＮＣ技術を内蔵してます。高精度な輪郭制御で、３次元加工や研磨なども可能です。
特にＤＮＣ機能は、ラピッドモデリングやＣＡＭ出力ファイルの運転のための、強力なツールです。
ＰＬＭＣは、シーケンサに内蔵したＮＣともいえます。

事例

ＰＬＣモーションの特徴 このシステムの特徴・メリット

■使い慣れたシーケンスラダー ■Ｇ言語
マシン全体の制御は、一般的なラダー設計で簡単 標準的なＧ言語に対応します。
です。

■完全なパス動作
■ＰＬＣ(ＦＡＭ３)の拡張性 加工プログラムは、直線補間や円弧補間の連続になり
横河ＦＡＭ３の豊富なモジュールが利用できます。 ます。この場合、つなぎ目で速度が落ちない完全なパス
タッチパネル、イーサネット、ＩＯ拡張、ＡＤやＤＡ 動作が必須です。

■緻密モーションは、ＰＬＭＣにお任せ ■高精度輪郭制御
ＰＬＭＣの豊富なモーション機能で、いろいろな専用 高速動作では、サーボ系の遅れで軌跡が内回りする
マシンに対応できます。 傾向があります。これを最小限にして、緻密で高精度

な加工をおこないます。
■モーション直結のＩＯは、ＰＬＭＣで制御
軸動作に直結したＩＯは､ＰＬＭＣで処理します。 ■高速ＤＮＣ
ＩＯ点数が不足な場合は、ＰＬＣ側にＩＯを拡張して、 ＣＡＭの３次元加工などの自由曲線は、微小な直線補間
ＰＬＭＣから制御できます。 の連続になります。この場合、ステップ数が非常に大きく

なりますが、ＰＣやＰＬＣ（ＣＦカードなど）からのＤＮＣが
■ＰＣ運転ソフト（ラダー不要） 有効です。ＤＮＣでは、加工プログラムを転送しながら
試運転や保守では、ＰＣを直接接続し、テクノ標準 運転するので、ステップ数に制限はありません。
の運転ソフトですべての運転が可能です。
ラダー設計が未完でもメカの試運転は可能です。 ■汎用ＣＡＭ

ＰＣとの親和性が良いので、汎用ＣＡＭとも接続が容易
■並列運転による多軸化 です。
ＰＬＭＣを並列運転することで、８軸や１２軸の
同期制御が可能です。ＰＬＭＣ間のＳＹＮＣ信号に ■刃先制御(接線制御／法線制御)
より制御周期も完全に同期します。 常にカッティングの軌跡に刃先を向ける制御や溶接

トーチを軌跡法線に向ける制御が可能です。


